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要要約約  

本研究では、児童期の身体活動が生活習慣や健康に及ぼす影響を明らかにするこ

とを目的に、宮城県内のサッカースクールに通う児童を対象に、身体活動や生活習

慣の状況を把握するとともに、一般児童と比較することにより、身体活動や運動習

慣と生活習慣の関連性について検討を行った。その結果、Sクラブの児童は、睡眠

時間、朝食の摂取、排便の習慣等、生活リズムについて、学年が上がるにつれて睡

眠時間の減少や朝食欠食の増加、排便の習慣の乱れがでてくるものの、おおよそ生

活リズムが良好であった。また、ときどき眠いやイライラすることなどの症状があ

るものの、不定愁訴の有訴率は低く、規則正しい生活を送っている。また、運動習

慣や運動頻度に違いがある S クラブの児童と T 小学校の児童を比較したところ、

起床時間と睡眠時間、朝食の摂取、運動回数に有意差がみられた。また、不定愁訴

の症状とみられる眠いや体がだるい、やる気がしない、頭痛や腹痛などの項目に有

意差がみられた。日頃から運動やスポーツをすることで、生活リズムに何かしら影

響を与え、ストレスなく健康的な生活を送ることができる要因であると思われる。 

 

キーワード：学童期、運動習慣、生活習慣、スポーツクラブ 

 

１．はじめに 

令和元（2019）年に文部科学省が実施した学校保

健統計調査報告書 1)の発育状態調査よると、身長の

平均値の推移は、平成 6年度から13年度あたりをピ

ークにその後横ばい傾向であり、体重の平均値の推

移は、平成 10年度から 18年度あたりをピークに、

その後横ばいもしくは減少傾向である。肥満傾向児

及び痩身傾向児の割合は、この 10年間でおおむね横

ばい若しくは増加傾向と報告している。 

また、平成29年度宮城県児童生徒の健康課題統計

調査結果報告書 2)によると、宮城県の児童・生徒につ

いては、男子の身長は 17歳を除き、ほぼ全ての年齢

で全国平均値を上回っており、体重においても全て

の年齢で全国平均値を上回っていた。宮城県の肥満

児傾向の出現率は、男女ともにほぼ全ての年齢で全

国値より高くなっている。これらの現状から、宮城

県内の各学校では保護者との連携、運動機会確保、

食習慣改善に向けた個別指導等を行っている。運動

力を確保するための取組の事例としては、外遊びや

徒歩通学の奨励、運動カードや元気アップエクササ

イズの活用、体育館や校庭の開放、運動用具の貸出、

運動会以外の体育的行事を積極的に実施等がある。 

宮城県の児童・生徒の現状を踏まえ、宮城県スポ

ーツ推進計画 3)では、施策の柱と基本方向として、生

涯にわたるスポーツ活動の推進として、子どもの体

力が全国水準を上回ることを目標に掲げている。そ

のための基本方針として、1.子どもの健康な身体づ

くりと体力・運動能力向上の推進、2.子どもの遊ぶ

（身体活動）機会の創出、3.子どもがスポーツを「見

る」「支える」機会の充実、4.学校体育の充実、5.運
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動部活動の充実を示している。その取り組みの一つ

として、プロスポーツや企業スポーツと連携した地

域貢献活動として、野球やサッカー、バスケットボ

ールなどのスポーツ教室が実施され、トップレベル

のスポーツに触れる機会として、県内各地で幼児期

からの運動遊びやスポーツ活動が推進されている。 

これらの活動を展開することで、幼児期から基本

的習慣を、身に付けているとともに、日常的に運動

遊びに親しみ、体を動かすことが好きになること、

小学校入学後も進んで体を動かし、放課後や休日に

は友達や家族と公園で遊んだり、地域のスポーツ活

動に積極的に参加することなどを「目指す姿」とし

て掲げている。 

そこで本研究では、児童期の身体活動が生活習慣

や健康に及ぼす影響を明らかにすることを目的に、

宮城県内のサッカースクールに通う児童を対象に、

身体活動や生活習慣の状況を把握するとともに、一

般児童と比較することにより、身体活動や運動習慣

と生活習慣の関連性について検討を行った。 

 

２．研究方法 

(1)対象 

宮城県内のプロチームが主催するサッカースクー

ル(以下、Sクラブ)に所属する 1～6年生の児童 700

名のうち 246名を分析対象とした。学年別の児童数

と性別を表1に示した。 

表1．対象 

 

(2)方法 

2020年 7月、Sクラブ協力のもと自記式質問紙調

査を実施した。実施要項及び質問紙は Sクラブ所属

のコーチから配布し、提出をもって同意とみなし、S

クラブに提出された質問紙のデータを使用した。 

(3)質問項目 

調査項目は以下のとおりである。 

①基本的属性：性別、年齢（学年）、Sクラブ所属ク

ラス、入会年齢。 

②生活習慣：起床時間、就寝時間、睡眠時間、朝食の

摂取、排便の習慣、生活リズム、運動習慣と運動時

間、クラブの活動と活動時間。 

③不定愁訴：日頃の体調「ねむい」「目が疲れる」「体

がだるい」「朝なかなかおきられない」「イライラす

る・ムカつく」「大声を出したい」「やる気がしない」

「人と話すのがいや」「頭が痛くなる」「お腹が痛く

なる」。 

(4)統計解析 

 分析は調査項目の単純集計を行った。起床時間・

就寝時間・睡眠時間は平均値を算出した。朝食の摂

取、排便の習慣、生活リズム、運動時間、クラブ活動

時間は4択、運動習慣やクラブの活動は5択、また、

不定愁訴についての回答は「毎日ある」「ときどき」

「ほとんどない」「ときどき」「全くない」の 4択と

した。解析はSPSSver.24.0(IBM SPSS Statistics)

を使用し、起床時間、就寝時間、睡眠時間の平均値

の比較は t検定を行い、その他カイ二乗検定を用い

て2群間の比較を行った。P〈0.05の場合統計学的に

有意とした。比較の対象とした一般児童（以下、T小

学校とする）としては 2019年玉川学園生活調査のデ

ータを用い、2018・2019年玉川学園「健康と生活活

動に関する調査」4〉5)の結果を参考とした。 

(5)倫理的配慮 

調査実施にあたり、児童の保護者を対象に書面に

て調査の趣旨を説明した。調査への協力は任意であ

り、拒否することにより不利益を受けないことを伝

えた。提出をもって同意と得られたとした。本研究

は実施に先立ち、仙台白百合女子大学研究倫理委員

会の承認を得た(承認番号2019-40) 

 

３．結果 

(1)Sクラブに通う児童の背景 

年齢、入会年齢、所属年数を表2に示した。ま

た、所属クラスを表3に示した。入会年齢につい

て、最低年齢は4歳、6歳頃からの入会者が多い。

年齢が上がるにつれて入会年齢も上昇していた。レ

ギュラークラスいわゆる習い事のクラスの所属が約

男 女
1－2年生 74 7 82
3－4年生 91 1 92
5－6年生 81 0 81
合計 246 8 255

性別
合計
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6割であり、レベルアップやゴールキーパーなどの

選手育成を目的としているクラスは約4割であっ

た。所属年数は1-2年生1.09年、3-4年生2.29

年、5-6年生2.84年であり、学年が上がるにつれ

て選手育成を目指すクラスの人数が上昇していた。 

表 2.年齢・入会年齢（歳） 

 

表 3.Sクラブ所属（％） 

 

(2)生活習慣の現状 

起床時間・就寝時間・睡眠時間を表4、朝食の摂取、

排便の習慣、生活リズム、運動習慣と運動時間、ク

ラブの活動と活動時間を表 5、不定愁訴の症状につ

いて表6に示した。 

①睡眠時間 

どの学年も6時台に起床し、21時台に就寝してい

た。睡眠時間について、1-2年生 9時間 46分、3-4

年生9時間3分、5-6 年生8時間53分であり、学年

が上がるにつれて睡眠時間が減少していた。 

表 4.起床・就寝・睡眠時間 

 

②朝食の摂取 

「毎日食べる」が1-2年生100％、3-4年生98.9％、

5-6年生 66.7％であり、学年が上がるにつれて欠食

児童が増えている。 

③排便の習慣 

無回答は21名である。「毎日同じ頃に出る」1-2年

生34.1％、3-4年生33.7％、5-6年生14.8％であり、

学年が上がるにつれて排便の習慣が乱れている。 

④生活リズム 

生活リズムについては「あなたの 1日の生活リズ

ムについて（朝食や起床・睡眠などの時間）は規則

正しいですか」という設問とした。「規則正しい」と

「やや規則正しい」の回答を合わせると1-2年100％、

3-4年生 96.7％、5-6年生 90.1％であり、学年が上

がるにつれて値は低下するものの、いずれの学年も

9割以上が規則正しい生活を送っている。 

⑤運動習慣と運動時間 

運動習慣については「授業以外で汗をかくような

運動やスポーツをしていますか。」という設問とした。

「ほぼ毎日」「週に 3~4回」「週に 1~2回」の回答を

合わせると1-2年生100%、3-4年生97.8%、5-6年生

100 %であり、全ての学年において週に1回以上の運

動やスポーツをしている。また、「ほぼ毎日」の回答

について、1-2年生30.5％、3-4年生38.0％、5-6年

生67.9％であり、学年が上がるにつれて運動やスポ

ーツの回数が増えている。 

1日あたりの運動時間は、「1時間~3時間」が最も

多く1-2年生61.0％、3-4年生57.6%、5-6年生35.8%

であった。また、学年が上がるにつれて 1日あたり

の運動時間が減少している。 

⑥クラブの活動 

Sクラスの活動回数について「週に 1回」と「週に

2回」の回答を合わせると、1-2年生 52.5%、3-4年

生76.1％、5-6年生67.9％であった。週に1～2回S

クラブで活動している児童が多い。また、学年が上

がるにつれて活動回数が増加していた。 

次に、S クラブでの 1 回の活動時間について、「1

時間~3時間」が最も多く 1-2 年生75.6％、3-4年生

70.7%、5-6年生 44.4%であった。また、学年が上が

るにつれて運動時間が増加しており、3 時間以上活

動している5-6年生は30.9％であった。 

⑦不定愁訴の症状 

普段の症状について表 5に示した。「ねむい」は全

ての学年で「ときどき」であり、1-2年生 40.2％、

3-4年生38.0％、5-6年生53.1％である。「目が疲れ

る」は1-2年生「全くない」46.3％、3-4年生「全く

ない」35.9％、であるが、5-6年生になると「ときど

き」39.0％が増加している。学年が上がるにつれて

目の疲れを感じている。「イライラする・ムカつく」

は全ての学年で「ときどき」の回答が最も多く、1-2

年生37.8％、3-4年生40.2％、5-6年生32.1％であ

年齢 入会年齢 所属年数
1－2年生 7.04±1.01 5.74±0.89 1.09
3－4年生 8.87±0.68 6.65±1.28 2.29
5－6年生 10.84±0.58 8.01±1.80 2.84

　 レギュラー レベルアップ ゴールキーパー 選手育成 無回答
1－2年生 76.8 18.3 0.0 1.2 3.7
3－4年生 66.3 16.3 1.1 12.0 4.3
5－6年生 59.3 18.5 1.2 13.6 7.4

起床時間 就寝時間 睡眠時間
1－2年生 6時間44分 21時間13分 9時間46分
3－4年生 6時間22分 21時間00分 9時間03分
5－6年生 6時間29分 21時間35分 8時間53分
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る。 

「朝なかなか起きられない」「大声を出したい」「や

る気がしない」「お腹か痛くなる」の症状について、

全学年において「ときどき」の回答があるものの、

おおよそ「ほとんどない」「全くない」の回答であり、

体の不調やストレスを感じることなく規則正しい生

活を送っていると推察される。 

(3)運動習慣（頻度）による比較 

 S クラブ所属児童について、運動頻度別に生活リ

ズムと不定愁訴についての比較を行った。運動習慣

の高い群（「ほぼ毎日」と回答としたもの）と低い群

（「週に 3~4回」「週に 1~2回」「月に 1~2回」「しな

い」の回答としたもの）に分け、2群間の分布の差に

ついて、カイ二乗検定を行った。 

①運動習慣と生活リズム 

 生活リズムが不規則的かどうかについて検討した

結果、1-2年生には有意差はみられなかったが、3-4

年生と 5-6年生にクラブ活動の活動時間に有意差が

みられた（表7）。 

②運動習慣と不定愁訴 

不定愁訴の症状について検討した結果、全ての学

年において有意差はみられなかった。 

(4)SクラブとT小学校の比較 

 5-6年生を対象として、Sクラブ所属児童とT小学

校児童の生活習慣の比較を行った結果を表 8に示し

た。T小学校の対象児童は 5-6年生男児 104名を対

象とした。さらに両者の比較の結果、特徴的なもの

を以下に示した。 

①運動習慣 

S クラブと T 小学校について、授業以外での運動

やスポーツ活動について図 1に示した。「ほぼ毎日」

運動していると回答した割合は、Sクラブは 67.9％

である。それに対して T 小学校は 25.0％であった。 

 

図1 運動習慣 

 次に、1 回あたりの運動やスポーツ時間について

図2に示した。Sクラブは「3時間以上」35.8％が最

も多く、次いで「30分以内」33.3％であった。それ

に対してT小学校は「30分~1時間以内」が最も多く

25.0％、次いで「1時間以上3時間未満」24.0％であ

った。 

 

図2 1回の運動時間 

②運動習慣と生活リズム 

S クラブと T 小学校との運動習慣と生活習慣の比
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***:ｐ<0.001 

また、朝食時間や排便の習慣、生活リズム、運動習

慣、1回の運動時間について、カイ二乗検定を行った。

結果、「朝食の摂取」「運動習慣」「1 回の運動時間」

に有意差がみられた（図3・図1・図2）。 

生活リズムに関する設問
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就寝時間 0.094 n.s.
睡眠時間 0.000 ***

有意確率（両側）
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図3 朝食摂取 

④運動習慣と不定愁訴 

T小学校と Sクラブの不定愁訴の比較を表 9に示

す。日頃の運動習慣と不定愁訴の項目に差があるか

についてカイ二乗検定を行った。その結果「ねむい」

「体がだるい」「朝なかなか起きられない」「やる気

がしない」「頭が痛くなる」「お腹が痛くなる」の6項

目に有意差がみられた（図4～図9）。 

 

 

図4 ねむい 

 

図5 からだがだるい 

 

図 6 朝なかなかおきられない 

 
図7 やる気がしない 

 
図8 頭痛 

 

図9 腹痛 

 

４．考察 

(1)Sクラブに通う児童の背景 
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Sクラブ児童の約9割は男子である。年齢は6歳

が最も多く、レギュラークラスに所属している。年

齢が上がるにつれて入会年齢も上昇し、選手育成を

目指すクラスへの入会者も上昇していた。 

(2)生活習慣の現状 

睡眠時間について、Sクラブの児童はどの学年も

6時台に起床し、21時台に就寝していた。5-6年生

-6年生については、全国値 6)起床時間6時34分、

就寝21時54分、睡眠8時間40分と比べても睡眠

時間が十分に確保されている。また、朝食の摂取率

もよく生活リズムが良いのが特徴である。また、S

クラブ児童はクラブ活動以外にも週に複数回の運動

習慣あり、運動習慣が児童の生活習慣に何らかの影

響をもたらしていると考えられる。また、中野ら 7）

の子どもの活動歩数調査によると、子どもたちの歩

数は年々低下していることが示されている。また、

睡眠と運動の関係について、寝る時間子が早い子と

遅い子では寝る時間子が遅い方が一日の歩数は少な

いという報告 8)がある。睡眠指針（厚生労働省

2014）9)では良い睡眠は健康に繋がると示されてお

り、Sクラブの児童は睡眠時間が確保されているこ

とから、適度な運動が良い睡眠へと繋がり、不定愁

訴などのストレスがない生活を送ることができてい

ると推察する。 

(3)運動習慣の違いによる比較 

運動習慣の多い群と少ない群に分けて行ったとこ

ろ、S クラブの活動時間以外に有意差はみられなか

った。幼児期運動指針（文部科学省 2012）10)では、

幼児期に運動習慣を身に付けることで、身体の諸機

能における発達が促されることにより、生涯にわた

る健康的で活動的な生活習慣の形成にも役立つ可能

性があると示されている。近年、積極的に運動をす

る子どもとそうでない子どもの二極化が顕著にみら

れ、運動の能力の偏りがみられることも報告 11)、され

ているおり、学童期の運動習慣も同様に考えられる。 

(4)SクラブとT小学校の比較 

S クラブの児童の 9 割以上が定期的な運動習慣が

あり、睡眠時間や食事の摂取や毎日の排便のリズム

が整っている児童が多い。T小学校の中で「どちらか

というと元気でない」の回答をした児童について、

日頃の運動やスポーツ回数は週に1～2回や月に1～

2 回の回答が多いことから、児童の健康状態につい

ては日頃の運動回数も考えられる。 

運動習慣が多い Sクラブ児童と T小学校児童（定

期的に運動を行っているものの週 3回以上の割合は

4割であり、Sクラブと比較して低かった。）を比較

したところ、起床時間と睡眠時間、朝食の摂取に有

意差がみられたことから、運動やスポーツをするこ

とは、生活リズムに何らかの影響をもたらす要因で

あると思われる。 

 

５．まとめ 

宮城県内の S クラブに所属する 1～6 年生の児童

253 名を対象として、日頃の運動習慣と生活習慣に

関する質問紙調査を行い、生活習慣の特徴と運動と

の関連性をみた。その結果、Sクラブの児童は、睡眠

時間、朝食の摂取、排便の習慣等、生活リズムにつ

いて、学年が上がるにつれて睡眠時間の減少や朝食

欠食の増加、排便の習慣の乱れがでてくるものの、

おおよそ生活リズムが良好であった。また、ときど

き眠いやイライラすることなどの症状があるものの、

不定愁訴の有訴率は低く、規則正しい生活を送って

いる。また、運動習慣や運動頻度に違いがある Sク

ラブの児童と T小学校の児童を比較したところ、起

床時間と睡眠時間、朝食の摂取、運動回数に有意差

がみられた。 

これらの結果は、活動的な生活により体力の向上

した子どもにおいては、朝食摂取や就寝時刻が良好

であることが示されていると報告した小澤ら 12）の調

査と同様の結果であった。また、不定愁訴の症状と

みられる眠いや体がだるい、やる気がしない、頭痛

や腹痛などの項目に有意差がみられたことから、日

頃から運動やスポーツをすることで、生活リズムに

何かしら影響を与え、ストレスなく健康的な生活を

送ることができる要因であると思われる。 

今回、一つのスポーツに限定したことから男子対

象の調査となった。今後は女子児童を対象に調査を

継続したい。また、学年が上がることで運動・スポ

ーツを継続しない傾向がみられることから、中学・

高校・大学、あるいは生涯スポーツへと繋がる運動・
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スポーツクラブ所属及び健康教育のあり方について

継続して調査をしたい。 
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表5  生活習慣に関する設問 

 

 

 

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
毎日食べる 82 100.0 91 98.9 54 66.7
週2～3日食べない 0 0.0 1 1.1 23 28.4
週4～5日食べない 0 0.0 0 0.0 3 3.7
ほとんどない食べない 0 0.0 0 0.0 0 0.0
無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0
毎日同じ頃に出る 28 34.1 31 33.7 12 14.8
毎日出るが同じ頃ではない 22 26.8 22 23.9 23 28.4
たまに出ない 23 28.0 25 27.2 25 30.9
数日でない 5 6.1 3 3.3 15 18.5
無回答 4 4.9 11 12.0 6 7.4
規則正しい 49 59.8 54 58.7 40 49.4
やや規則正しい 33 40.2 35 38.0 33 40.7
やや不規則 0 0.0 3 3.3 7 8.6
不規則 0 0.0 0 0.0 0 0.0
無回答 0 0.0 0 0.0 1 1.2
ほぼ毎日 25 30.5 35 38.0 55 67.9
週に3～4回 32 39.0 21 22.8 14 17.3
週に1～2回 25 30.5 34 37.0 11 13.6
月に1～2回 0 0.0 0 0.0 0 0.0
しない 0 0.0 1 1.1 0 0.0
無回答 0 0.0 1 1.1 0 0.0
30分未満 1 1.2 6 6.5 27 33.3
30～59分 31 37.8 29 31.5 23 28.4
1時間～3時間 50 61.0 53 57.6 29 35.8
3時間以上～ 0 0.0 3 3.3 0 0.0
無回答 0 0.0 1 1.1 2 2.4
ほぼ毎日 0 0 2 2.2 5 6.2
週に3～4回 15 18.3 15 16.3 19 23.5
週に1～2回 18 22.0 24 26.1 34 42.0
月に1～2回 48 58.5 46 50.0 21 25.9
しない 0 0.0 3 3.3 0 0.0
無回答 1 1.2 2 2.2 2 2.5
30分未満 0 0.0 0 0.0 0 0.0
30～59分 19 23.2 24 26.1 18 22.2
1時間～3時間 62 75.6 65 70.7 36 44.4
3時間以上～ 0 0.0 2 2.2 25 30.9
無回答 1 1.2 1 1.1 2 2.5

運動習慣

1回の運動時間

クラブの活動回数

クラブの活動時間

3－4年生 5－6年生

朝食の摂取

排便の習慣

生活リズム

項目
1－2年生
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表5  生活習慣に関する設問 

 

 

 

度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
毎日食べる 82 100.0 91 98.9 54 66.7
週2～3日食べない 0 0.0 1 1.1 23 28.4
週4～5日食べない 0 0.0 0 0.0 3 3.7
ほとんどない食べない 0 0.0 0 0.0 0 0.0
無回答 0 0.0 0 0.0 0 0.0
毎日同じ頃に出る 28 34.1 31 33.7 12 14.8
毎日出るが同じ頃ではない 22 26.8 22 23.9 23 28.4
たまに出ない 23 28.0 25 27.2 25 30.9
数日でない 5 6.1 3 3.3 15 18.5
無回答 4 4.9 11 12.0 6 7.4
規則正しい 49 59.8 54 58.7 40 49.4
やや規則正しい 33 40.2 35 38.0 33 40.7
やや不規則 0 0.0 3 3.3 7 8.6
不規則 0 0.0 0 0.0 0 0.0
無回答 0 0.0 0 0.0 1 1.2
ほぼ毎日 25 30.5 35 38.0 55 67.9
週に3～4回 32 39.0 21 22.8 14 17.3
週に1～2回 25 30.5 34 37.0 11 13.6
月に1～2回 0 0.0 0 0.0 0 0.0
しない 0 0.0 1 1.1 0 0.0
無回答 0 0.0 1 1.1 0 0.0
30分未満 1 1.2 6 6.5 27 33.3
30～59分 31 37.8 29 31.5 23 28.4
1時間～3時間 50 61.0 53 57.6 29 35.8
3時間以上～ 0 0.0 3 3.3 0 0.0
無回答 0 0.0 1 1.1 2 2.4
ほぼ毎日 0 0 2 2.2 5 6.2
週に3～4回 15 18.3 15 16.3 19 23.5
週に1～2回 18 22.0 24 26.1 34 42.0
月に1～2回 48 58.5 46 50.0 21 25.9
しない 0 0.0 3 3.3 0 0.0
無回答 1 1.2 2 2.2 2 2.5
30分未満 0 0.0 0 0.0 0 0.0
30～59分 19 23.2 24 26.1 18 22.2
1時間～3時間 62 75.6 65 70.7 36 44.4
3時間以上～ 0 0.0 2 2.2 25 30.9
無回答 1 1.2 1 1.1 2 2.5

運動習慣

1回の運動時間

クラブの活動回数

クラブの活動時間

3－4年生 5－6年生

朝食の摂取

排便の習慣

生活リズム

項目
1－2年生
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表6 不定愁訴に関する設問 

 

 

度数 % 度数 % 度数 %
毎日ある 3 3.7 7 7.6 8 9.9
ときどき 33 40.2 35 38.0 43 53.1
ほとんどない 23 28.0 27 29.3 16 19.8
全くない 21 25.6 20 21.7 12 14.8
無回答 2 2.4 3 3.3 2 2.5
毎日ある 2 2.4 2 2.2 8 9.9
ときどき 15 18.3 22 23.9 32 39.5
ほとんどない 26 31.7 32 34.8 21 25.9
全くない 38 46.3 33 35.9 18 22.2
無回答 1 1.2 3 3.3 2 2.5
毎日ある 2 2.4 0 0 2 2.5
ときどき 10 12.2 13 14.1 19 23.5
ほとんどない 27 32.9 25 27.2 30 37.0
全くない 42 51.2 51 55.4 28 34.6
無回答 1 1.2 3 3.3 2 2.5
毎日ある 10 12.2 10 10.9 8 9.9
ときどき 22 26.8 26 28.3 21 25.9
ほとんどない 29 35.4 24 26.1 29 35.8
全くない 20 24.4 29 31.5 21 25.9
無回答 1 1.2 3 3.3 2 2.5
毎日ある 4 4.9 2 2.2 6 7.4
ときどき 31 37.8 37 40.2 26 32.1
ほとんどない 19 23.2 25 27.2 25 30.9
全くない 27 32.9 25 27.2 22 27.2
無回答 1 1.2 3 3.3 2 2.5
毎日ある 8 9.8 6 6.5 8 9.9
ときどき 20 24.4 28 30.4 20 24.7
ほとんどない 21 25.6 23 25 25 30.9
全くない 32 39.0 31 33.7 26 32.1
無回答 1 1.2 4 4.3 2 2.5
毎日ある 0 0.0 1 1.1 3 3.7
ときどき 18 22.0 23 25.0 19 23.5
ほとんどない 31 37.8 20 21.7 23 28.4
全くない 32 39.0 44 47.8 34 42.0
無回答 1 1.2 4 4.3 2 2.5
毎日ある 0 0.0 0 0.0 2 2.5
ときどき 7 8.5 4 4.3 17 21.0
ほとんどない 14 17.1 13 14.1 18 22.2
全くない 60 73.2 71 77.2 42 51.9
無回答 1 1.2 4 4.3 2 2.5
毎日ある 0 0.0 1 1.1 1 1.2
ときどき 9 11.0 10 10.9 12 14.8
ほとんどない 16 19.5 18 19.6 13 16.0
全くない 56 68.3 59 64.1 53 65.4
無回答 1 1.2 4 4.3 2 2.5
毎日ある 2 2.4 0 0.0 1 1.2
ときどき 21 25.6 16 17.4 19 23.5
ほとんどない 24 29.3 25 27.2 24 29.6
全くない 34 41.5 47 51.1 35 43.2
無回答 1 1.2 4 4.3 2 2.5

目が疲れる

項目 1－2年生 3－4年生 5－6年生

ねむい

頭が痛くなる

お腹が痛くなる

体がだるい

朝なかなか起きら
れない

イライラする・
ムカつく

大声を出したい

やる気がしない

人と話すのがいや
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表7 SクラブとT小学校 生活習慣の関連 

 

※ **: p<0.01  ***:p<0.001  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

度数 ％ 度数 ％
毎日食べる 85 81.7 54 66.7
週2～3日食べない 23 28.4
週4～5日食べない 3 3.7
ほとんどない食べない 1 1.0 0 0.0
無回答 11 10.6 0 0.0
毎日同じ頃に出る 19 18.3 12 14.8
毎日出るが同じ頃ではない 44 42.3 23 28.4
たまに出ない 22 21.2 25 30.9
数日でない 11 10.6 15 18.5
無回答 8 7.7 6 7.4
ほぼ毎日 26 25.0 55 67.9
週に3～4回 17 16.3 14 17.3
週に1～2回 40 38.5 11 13.6
月に1～2回 9 8.7 0 0.0
しない 8 7.7 0 0.0
無回答 4 3.8 0 0.0
30分未満 16 15.4 27 33.3
30～59分 26 25.0 23 28.4
1時間～3時間 25 24.0 29 35.8
3時間以上～ 13 12.5 0 0.0
無回答 24 23.1 2 2.4

0.000***

運動習慣

検定※

0.000***

n.s.

0.002**

排便の習慣

1回の運動時間

項目
T小学校 Sクラブ

朝食の摂取
7 6.7

24　　玉川学園・玉川大学健康・スポーツ科学研究紀要 第 21 号



10 
 

 

表7 SクラブとT小学校 生活習慣の関連 

 

※ **: p<0.01  ***:p<0.001  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

度数 ％ 度数 ％
毎日食べる 85 81.7 54 66.7
週2～3日食べない 23 28.4
週4～5日食べない 3 3.7
ほとんどない食べない 1 1.0 0 0.0
無回答 11 10.6 0 0.0
毎日同じ頃に出る 19 18.3 12 14.8
毎日出るが同じ頃ではない 44 42.3 23 28.4
たまに出ない 22 21.2 25 30.9
数日でない 11 10.6 15 18.5
無回答 8 7.7 6 7.4
ほぼ毎日 26 25.0 55 67.9
週に3～4回 17 16.3 14 17.3
週に1～2回 40 38.5 11 13.6
月に1～2回 9 8.7 0 0.0
しない 8 7.7 0 0.0
無回答 4 3.8 0 0.0
30分未満 16 15.4 27 33.3
30～59分 26 25.0 23 28.4
1時間～3時間 25 24.0 29 35.8
3時間以上～ 13 12.5 0 0.0
無回答 24 23.1 2 2.4

0.000***

運動習慣

検定※

0.000***

n.s.

0.002**

排便の習慣

1回の運動時間

項目
T小学校 Sクラブ

朝食の摂取
7 6.7
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表9 SクラブとT小学校 不定愁訴の関連 

 

※ *:p<0.05  **: p<0.01  ***:p<0.001

 

度数 % 度数 %
毎日ある 36 34.6 8 9.9
ときどき 45 43.3 43 53.1
ほとんどない 14 13.5 16 19.8
全くない 7 6.7 12 14.8
無回答 2 2.0 2 2.5
毎日ある 20 19.2 8 9.9
ときどき 41 39.4 32 39.5
ほとんどない 24 23.1 21 25.9
全くない 15 23.1 18 22.2
無回答 4 3.8 2 2.5
毎日ある 15 14.4 2 2.5
ときどき 30 28.8 19 23.5
ほとんどない 31 29.8 30 37.0
全くない 23 22.1 28 34.6
無回答 5 4.8 2 2.5
毎日ある 26 25.0 8 9.9
ときどき 36 34.6 21 25.9
ほとんどない 17 16.3 29 35.8
全くない 22 21.2 21 25.9
無回答 3 2.9 2 2.5
毎日ある 17 16.3 6 7.4
ときどき 35 33.7 26 32.1
ほとんどない 34 32.7 25 30.9
全くない 15 14.4 22 27.2
無回答 3 2.9 2 2.5
毎日ある 21 20.2 8 9.9
ときどき 27 26.0 20 24.7
ほとんどない 25 24.0 25 30.9
全くない 28 26.9 26 32.1
無回答 3 2.9 2 2.5
毎日ある 12 11.5 3 3.7
ときどき 48 46.2 19 23.5
ほとんどない 22 21.2 23 28.4
全くない 19 18.3 34 42.0
無回答 3 2.9 2 2.5
毎日ある 2 1.9 2 2.5
ときどき 16 15.4 17 21.0
ほとんどない 28 25.0 18 22.2
全くない 57 54.8 42 51.9
無回答 3 2.9 2 2.5
毎日ある 5 4.8 1 1.2
ときどき 34 32.7 12 14.8
ほとんどない 25 24.0 13 16.0
全くない 37 35.6 53 65.4
無回答 3 2.9 2 2.5
毎日ある 5 4.8 1 1.2
ときどき 39 37.5 19 23.5
ほとんどない 31 29.8 24 29.6
全くない 24 23.1 35 43.2
無回答 3 4.8 2 2.5

検定※

0.001***

0.001***

0.016*

0.003**

n.s.

n.s.

0.000***

n.s.

n.s.

0.014*

7.やる気がしない

8.人と話すのがいや

9.頭が痛くなる

10.お腹が痛くなる

2.目が疲れる

3.体がだるい

4.朝なかなか起きら
れない

5.イライラする・
ムカつく

6.大声を出したい

項目
T小学校 Sクラブ

1.ねむい
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